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【財務書類４表構成の相互関係】

＋ 本年度末歳計外現金

○貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度歳計外現金残高
を足したものと対応します。

○貸借対照表の「純資産」の金額は、資産と負債の差額として計算されますが、これは純資産変動計算書の
期末残高と対応します。

○行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。

臨時利益
固定資産等

の変動
前年度末残高

純資産 純行政コスト 本年度末残高 本年度末残高

うち
現金
預金

経常収益 純行政コスト 投資活動収支

臨時損失 財源 財務活動収支

貸借対照表
行政コスト

計算書
純資産変動

計算書
資金収支
計算書

資産 負債 経常費用 前年度末残高 業務活動収支

財務書類について 

１ 地方公会計制度導入の目的 

地方公共団体の会計制度は、地方自治法により、その調整方法や処理方法が規定され

ています。これらは「現金主義会計」と呼ばれ、現金の収入と支出の記録に重点を置い

たものとなっています。 

しかし、現金主義会計だけでは、地方公共団体の試算や債務の実態をつかみにくいこ

とから、民間企業で採用されている「発生主義会計」的な考え方を取り入れた決算資料

の作成が求められていました。 

本市では、平成２８年度決算から、総務省から示された「統一的な基準」による財務

書類の作成をすることで、類似団体との比較による財政状況の分析や、予算編成、公共

施設のマネジメントへの活用等を行い、より良い市政運営へつなげて行きます。 

 

 
 

○「発生主義・複式簿記」といった企業会計的要素を取り込むことにより、資産・負債

などのストック情報が把握できる。 

○現金主義の会計制度では見えにくいコストを把握し、自治体の財政状況などをわかり

やすく公表できる。 

○資産・債務の適正管理や有効活用といった、中・長期的な視点に立った自治体運営の

強化が可能になる。 

 

２ 財務書類４表の種類と関連性 

財務書類は「貸借対照表」「行政コスト計算書」「純資産変動計算書」「資金収支計算

書」の４つの表から構成されています。４表の関係は下図のとおりです。 

 

  

地方公会計の目的 
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３ 財務書類の範囲（平成２９年度決算） 

 二本松市における財務書類の範囲は下図のとおりです。 

 

 

 

 

福島県市町村総合事務組合(消防賞じゅつ金特別会計)

福島県市町村総合事務組合(非常勤職員公務労災補償特別会計)

安達下水道事業特別会計

岩代下水道事業特別会計

公設地方卸売市場特別会計

佐勢ノ宮住宅団地造成事業特別会計

一
部
事
務
組
合

安達地方広域行政組合
地
方
公
社
・

第
三
セ
ク
タ
ー

等

安達地域農業振興公社

福島県後期高齢者医療広域連合 二本松菊栄会

小手森財産区会計

工業団地造成事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

工業団地造成事業会計

宅地造成事業会計

連結財務書類

全体財務書類

一般会計等
一般会計

土地取得特別会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）

介護保険特別会計（保健事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

福島県市民交通災害共済組合 二本松市振興公社

福島県市町村総合事務組合(消防補償等特別会計)

岩代簡易水道事業特別会計

東和簡易水道事業特別会計

茂原財産区特別会計

田沢財産区特別会計

石平財産区特別会計

針道財産区特別会計
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【様式第1号】

自治体名：二本松市

会計：一般会計等 （単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 125,346,631   固定負債 33,845,541

    有形固定資産 119,320,955     地方債 30,003,843

      事業用資産 44,729,835     長期未払金 -

        土地 18,814,887     退職手当引当金 3,841,698

        立木竹 150,560     損失補償等引当金 -

        建物 66,010,147     その他 -

        建物減価償却累計額 -41,550,255   流動負債 6,437,421

        工作物 9,017,792     １年内償還予定地方債 2,930,795

        工作物減価償却累計額 -7,718,157     未払金 -

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 298,703

        航空機 -     預り金 3,207,923

        航空機減価償却累計額 -     その他 -

        その他 - 負債合計 40,282,961

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 4,860   固定資産等形成分 131,419,738

      インフラ資産 73,489,866   余剰分（不足分） -35,385,851

        土地 4,367,578

        建物 2,906,977

        建物減価償却累計額 -1,759,119

        工作物 157,015,149

        工作物減価償却累計額 -89,040,719

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 -

      物品 3,836,578

      物品減価償却累計額 -2,735,323

    無形固定資産 186,078

      ソフトウェア 186,078

      その他 -

    投資その他の資産 5,839,598

      投資及び出資金 1,958,173

        有価証券 3,989

        出資金 1,954,184

        その他 -

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 586,281

      長期貸付金 137,208

      基金 3,205,023

        減債基金 -

        その他 3,205,023

      その他 -

      徴収不能引当金 -47,086

  流動資産 10,970,217

    現金預金 4,695,232

    未収金 202,730

    短期貸付金 -

    基金 6,073,107

      財政調整基金 3,846,888

      減債基金 2,226,219

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -851 純資産合計 96,033,887

資産合計 136,316,848 負債及び純資産合計 136,316,848

貸借対照表
（平成30年3月31日現在）
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【様式第2号】

自治体名：二本松市

会計：一般会計等 （単位：千円）

行政コスト計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額

  経常費用 37,031,253

    業務費用 25,368,051

      人件費 3,837,214

        職員給与費 3,236,580

        賞与等引当金繰入額 298,703

        退職手当引当金繰入額 -

        その他 301,932

      物件費等 21,222,749

        物件費 15,733,007

        維持補修費 863,505

        減価償却費 4,626,237

        その他 -

      その他の業務費用 308,088

        支払利息 202,947

        徴収不能引当金繰入額 -34,549

        その他 139,691

    移転費用 11,663,202

      補助金等 6,345,711

      社会保障給付 2,766,796

      他会計への繰出金 2,503,804

      その他 46,891

  経常収益 720,367

    使用料及び手数料 386,770

    その他 333,597

純経常行政コスト 36,310,886

  臨時損失 1,692,345

    災害復旧事業費 1,692,345

    資産除売却損 0

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

純行政コスト 37,983,538

    その他 -

  臨時利益 19,694

    資産売却益 19,694
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【様式第3号】

自治体名：二本松市

会計：一般会計等 （単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 98,349,081 133,136,990 -34,787,909

  純行政コスト（△） -37,983,538 -37,983,538

  財源 35,732,346 35,732,346

    税収等 17,548,295 17,548,295

    国県等補助金 18,184,051 18,184,051

  本年度差額 -2,251,191 -2,251,191

  固定資産等の変動（内部変動） -1,653,249 1,653,249

    有形固定資産等の増加 2,782,513 -2,782,513

    有形固定資産等の減少 -4,626,237 4,626,237

    貸付金・基金等の増加 1,812,109 -1,812,109

    貸付金・基金等の減少 -1,621,635 1,621,635

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 6,011 6,011

  その他 -70,014 -70,014 -

  本年度純資産変動額 -2,315,194 -1,717,252 -597,942

本年度末純資産残高 96,033,887 131,419,738 -35,385,851

純資産変動計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日
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【様式第4号】

自治体名：二本松市

会計：一般会計等 （単位：千円）

資金収支計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 32,439,974

    業務費用支出 20,776,771

      人件費支出 3,837,622

      物件費等支出 16,596,512

      支払利息支出 202,947

      その他の支出 139,691

    移転費用支出 11,663,202

      補助金等支出 6,345,711

      社会保障給付支出 2,766,796

      他会計への繰出支出 2,503,804

      その他の支出 46,891

  業務収入 31,347,086

    税収等収入 17,541,882

    国県等補助金収入 13,120,639

    使用料及び手数料収入 382,006

    その他の収入 302,560

  臨時支出 1,692,345

    災害復旧事業費支出 1,692,345

    その他の支出 -

  臨時収入 1,462,110

業務活動収支 -1,323,123

【投資活動収支】

  投資活動支出 4,556,231

    公共施設等整備費支出 2,744,122

    基金積立金支出 1,092,856

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 719,253

    その他の支出 -

  投資活動収入 5,242,631

    国県等補助金収入 3,601,302

    基金取崩収入 865,764

    貸付金元金回収収入 755,871

    資産売却収入 19,694

    その他の収入 -

投資活動収支 686,400

【財務活動収支】

  財務活動支出 2,826,060

    地方債償還支出 2,826,060

    その他の支出 -

  財務活動収入 2,807,780

    地方債発行収入 2,807,780

前年度末歳計外現金残高 8,374,667

本年度歳計外現金増減額 -5,166,744

本年度末歳計外現金残高 3,207,923

本年度末現金預金残高 4,695,232

    その他の収入 -

財務活動収支 -18,280

本年度資金収支額 -655,003

前年度末資金残高 2,142,312

本年度末資金残高 1,487,308
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 一般会計等財務書類 注記  

 

1 重要な会計方針  

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法  

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。  

ア 昭和59年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価  

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

イ 昭和60年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価  

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券･･････････････････････該当事項はありません。 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価（又は償却原価法（定額法））  

③ 出資金  

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額 

 

⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法  

該当事項はありません。 

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法  

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法  

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。  

建物   15年～50年  

工作物  10年～60年  

物品    3年～15年  

② 無形固定資産･････････定額法 

（ソフトウェアについては、見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。） 

③ リース資産 
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ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産  

･･･自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法  

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産  

･･･リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

 

⑸ 引当金の計上基準及び算定方法  

① 投資損失引当金  

該当事項はありません。 

② 徴収不能引当金  

過去5年間の平均不納欠損率により計上しています。 

③ 退職手当引当金  

地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額に係る負担見込額算定方法に従っています。 

④ 損失補償等引当金  

地方公共団体財政健全化法における損失補償債務等に係る一般会計等負担見込額算定方法に従って

います。 

⑤ 賞与等引当金  

翌年度6月支給予定の期末・勤勉手当のうち、全支給対象期間に対する本年度の支給対象期間の割合

（4/6か月）を乗じた額を計上しています。 

 

⑹ リース取引の処理方法  

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じて会計処理を行っています（少

額リース資産及び短期のリース取引には簡便的な取扱いをし、通常の賃貸借に係る方法に準じて会計

処理を行っています）。 

 

⑺ 資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（3ヶ月以内の短期投資等）を資金の範囲としていま

す。このうち現金同等物は、短期投資の他、出納整理期間中の取引により発生する資金の受払いも含み

ます。 

 

⑻ その他財務書類作成のための基本となる重要な事項  

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が50万円（美術品は300万円）以上の場合に資産として計

上しています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が60万円未満であるとき、又は固定資産の取得

価額等のおおむね10％未満相当額以下であるときに修繕費として処理しています。 
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2 重要な会計方針の変更等  

(1)会計処理の原則 

総務省「新地方公会計の推進に関する研究会」報告の「新統一的な基準」に基づく、財務書類の作成 

を行っています。 

 

3 重要な後発事象  

該当事項はありません。 

 

4 偶発債務  

該当事項はありません。 

 

5 追加情報  

(1) 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。  

・一般会計  

・土地取得特別会計 

 

(2) 地方自治法第235条の5に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間 

における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

 

(3) 表示単位未満の金額は四捨五入とし、一部合計値と不一致があります。 

 

(4) 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は次のとおりです。  

 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― ― 10.9％ 56.9％ 

 

(5) 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額  

該当事項はありません。 

 

(6) 過年度修正等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

(7) 繰越事業に係る将来の支出予定額 

 

継続費 6,795千円 

繰越明許費 3,803,354千円 

事故繰越 50,224千円 

合計 3,860,373千円 

- 9 -



(8) 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。  

① 範囲  

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

② 内訳 

該当事項はありません。 

 

(9) 減債基金に係る積立不足額 

該当事項はありません。 

 

(10) 基金借入金（繰替運用）  

該当事項はありません。 

 

(11) 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含 

まれることが見込まれる金額 29,837,876千円 

 

(12) 将来負担に関する情報  

 

将来負担額 47,850,385千円 

充当可能財源等 39,812,779千円 

標準財政規模 16,996,641千円 

算入公債費等の額 2,877,900千円 

 

(13) 地方自治法第234条の3に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額  

該当事項はありません。 
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【様式第1号】

自治体名：二本松市

会計：全体会計 （単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 148,424,046   固定負債 53,344,372

    有形固定資産 140,087,611     地方債等 43,226,104

      事業用資産 44,939,988     長期未払金 -

        土地 18,961,816     退職手当引当金 4,083,865

        立木竹 150,560     損失補償等引当金 -

        建物 66,299,789     その他 6,034,403

        建物減価償却累計額 -41,776,672   流動負債 7,569,380

        工作物 9,017,792     １年内償還予定地方債等 3,823,973

        工作物減価償却累計額 -7,718,157     未払金 202,198

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 329,699

        航空機 -     預り金 3,213,511

        航空機減価償却累計額 -     その他 -

        その他 - 負債合計 60,913,752

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 4,860   固定資産等形成分 154,497,153

      インフラ資産 93,614,459   余剰分（不足分） -51,425,252

        土地 4,681,502   他団体出資等分 -

        建物 4,567,773

        建物減価償却累計額 -2,776,357

        工作物 185,406,056

        工作物減価償却累計額 -98,500,198

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 235,683

      物品 5,250,784

      物品減価償却累計額 -3,717,620

    無形固定資産 1,579,745

      ソフトウェア 224,590

      その他 1,355,154

    投資その他の資産 6,756,690

      投資及び出資金 1,969,942

        有価証券 3,989

        出資金 1,965,953

        その他 -

      長期延滞債権 1,012,296

      長期貸付金 137,208

      基金 3,719,864

        減債基金 -

        その他 3,719,864

      その他 -

      徴収不能引当金 -82,620

  流動資産 15,561,606

    現金預金 9,006,436

    未収金 474,108

    短期貸付金 -

    基金 6,073,107

      財政調整基金 3,846,888

      減債基金 2,226,219

    棚卸資産 11,285

    その他 -

    徴収不能引当金 -3,329

  繰延資産 - 純資産合計 103,071,901

資産合計 163,985,653 負債及び純資産合計 163,985,653

全体貸借対照表
（平成30年3月31日現在）
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【様式第2号】

自治体名：二本松市

会計：全体会計 （単位：千円）

    資産売却益 28,341

    その他 -

純行政コスト 48,922,057

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 28,341

  臨時損失 1,692,345

    災害復旧事業費 1,692,345

    資産除売却損 0

    使用料及び手数料 1,580,783

    その他 559,549

純経常行政コスト 47,258,052

      社会保障給付 2,766,796

      その他 48,531

  経常収益 2,140,332

        その他 380,383

    移転費用 21,573,355

      補助金等 18,758,028

      その他の業務費用 835,926

        支払利息 489,670

        徴収不能引当金繰入額 -34,127

        維持補修費 1,000,792

        減価償却費 5,327,598

        その他 -

        その他 351,208

      物件費等 22,713,737

        物件費 16,385,347

        職員給与費 3,587,914

        賞与等引当金繰入額 329,699

        退職手当引当金繰入額 6,545

  経常費用 49,398,384

    業務費用 27,825,029

      人件費 4,275,365

全体行政コスト計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

自治体名：二本松市

会計：全体会計 （単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 104,598,712 156,031,889 -51,433,177 -

  純行政コスト（△） -48,922,057 -48,922,057 -

  財源 47,393,954 47,393,954 -

    税収等 25,012,438 25,012,438 -

    国県等補助金 22,381,516 22,381,516 -

  本年度差額 -1,528,103 -1,528,103 -

  固定資産等の変動（内部変動） -1,470,732 1,470,732

    有形固定資産等の増加 3,490,933 -3,490,933

    有形固定資産等の減少 -5,346,465 5,346,465

    貸付金・基金等の増加 2,015,658 -2,015,658

    貸付金・基金等の減少 -1,630,857 1,630,857

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 6,011 6,011

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 -4,719 -70,015 65,296

  本年度純資産変動額 -1,526,811 -1,534,736 7,925 -

本年度末純資産残高 103,071,901 154,497,153 -51,425,252 -

全体純資産変動計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日
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【様式第4号】

自治体名：二本松市

会計：全体会計 （単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 8,374,667

本年度歳計外現金増減額 -5,166,744

本年度末歳計外現金残高 3,207,923

本年度末現金預金残高 9,006,436

財務活動収支 -285,471

本年度資金収支額 -445,561

前年度末資金残高 6,244,073

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 5,798,512

    地方債等償還支出 3,685,747

    その他の支出 -

  財務活動収入 3,400,276

    地方債等発行収入 3,334,980

    その他の収入 65,296

    資産売却収入 28,341

    その他の収入 17,482

投資活動収支 -140,168

【財務活動収支】

  財務活動支出 3,685,747

    その他の支出 -

  投資活動収入 5,287,591

    国県等補助金収入 3,610,912

    基金取崩収入 874,986

    貸付金元金回収収入 755,871

  投資活動支出 5,427,760

    公共施設等整備費支出 3,412,102

    基金積立金支出 1,296,404

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 719,253

    災害復旧事業費支出 1,692,345

    その他の支出 -

  臨時収入 1,462,110

業務活動収支 -19,922

【投資活動収支】

    税収等収入 24,837,581

    国県等補助金収入 17,318,104

    使用料及び手数料収入 1,584,478

    その他の収入 521,491

  臨時支出 1,692,345

    移転費用支出 21,573,355

      補助金等支出 18,758,028

      社会保障給付支出 2,766,796

      その他の支出 48,531

  業務収入 44,261,653

    業務費用支出 22,477,985

      人件費支出 4,270,274

      物件費等支出 17,356,417

      支払利息支出 489,670

      その他の支出 361,624

全体資金収支計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 44,051,340
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 全体財務書類 注記  

 

1 重要な会計方針  

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法  

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。  

ア 昭和59年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価  

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

イ 昭和60年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価  

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

② 無形固定資産･･････････････････････････････原則として取得原価  

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券･･････････････････････該当事項はありません。 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価（又は償却原価法（定額法））  

③ 出資金  

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額 

 

⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法  

該当事項はありません。 

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法  

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法  

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。  

建物   15年～50年  

工作物  10年～60年  

物品    3年～15年  

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

 

③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産  

･･･自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法  

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産  
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･･･リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

 

⑸ 引当金の計上基準及び算定方法  

① 投資損失引当金 

 該当事項はありません。 

② 徴収不能引当金  

過去5年間の平均不納欠損率により計上しています。 

③ 退職手当引当金  

地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額に係る負担見込額算定方法に従っています。 

③ 損失補償等引当金  

地方公共団体財政健全化法における損失補償債務等に係る一般会計等負担見込額算定方法に従って

います。 

④ 賞与等引当金  

翌年度6月支給予定の期末・勤勉手当のうち、全支給対象期間に対する本年度の支給対象期間の割合

（4/6か月）を乗じた額を計上しています。 

 

⑹ リース取引の処理方法  

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じて会計処理を行っています（少

額リース資産及び短期のリース取引には簡便的な取扱いをし、通常の賃貸借に係る方法に準じて会計

処理を行っています）。 

 

⑺ 資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（3ヶ月以内の短期投資等）を資金の範囲としていま

す。このうち現金同等物は、短期投資の他、出納整理期間中の取引により発生する資金の受払いも含み

ます。 

 

⑻ 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、一部の連結対象団体（地方公営企業会計）については、税抜方式によっています。 

 

2 重要な会計方針の変更等  

(1) 会計処理の原則 

総務省「新地方公会計の推進に関する研究会」報告の「新統一的な基準」に基づく、財務書類の作成 

を行っています。 

 

3 重要な後発事象  

該当事項はありません。 
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4 偶発債務  

該当事項はありません。 

 

5 追加情報  

⑴ 連結対象会計 

会計名 区分 連結の方法 比例連結割合 

国民健康保険特別会計（事業勘定） 特別会計 全部連結 ― 

国民健康保険特別会計（直営診療施設

勘定） 

特別会計 全部連結 ― 

介護保険特別会計（保険事業勘定） 特別会計 全部連結 ― 

介護保険特別会計（介護サービス事業

勘定） 

特別会計 全部連結 ― 

後期高齢者医療特別会計 特別会計 全部連結 ― 

茂原財産区特別会計 特別会計 全部連結 ― 

田沢財産区特別会計 特別会計 全部連結 ― 

石平財産区特別会計 特別会計 全部連結 ― 

針道財産区特別会計 特別会計 全部連結 ― 

小手森財産区会計 特別会計 全部連結 ― 

工業団地造成事業特別会計 特別会計 全部連結 ― 

水道事業会計 地方公営企業会計（法適） 全部連結 ― 

下水道事業会計 地方公営企業会計（法適） 全部連結 ― 

工業団地造成事業会計 地方公営企業会計（法適） 全部連結 ― 

宅地造成事業会計 地方公営企業会計（法適） 全部連結 ― 

岩代簡易水道事業特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

東和簡易水道事業特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

安達下水道事業特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

岩代下水道事業特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

公設地方卸売市場特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

佐勢ノ宮住宅団地造成事業特別会計 地方公営企業会計（法非適） 全部連結 ― 

連結方法は次のとおりです。 

① 特別会計は、すべて全部連結の対象としています。 

② 地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。 

 

⑵ 出納整理期間 

地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている会計においては、出納整理期間に

おける現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

 

⑶ 表示単位未満の取扱い 
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表示単位未満の金額は四捨五入とし、一部合計値と不一致があります。 

 

⑷ 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。  

ア 範囲  

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

該当事項はありません。 
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【様式第1号】

自治体名：二本松市

会計：連結会計 （単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 156,834,551   固定負債 54,187,384

    有形固定資産 147,363,281     地方債等 43,901,596

      事業用資産 51,680,924     長期未払金 -

        土地 20,786,631     退職手当引当金 4,250,617

        立木竹 150,560     損失補償等引当金 -

        建物 74,901,970     その他 6,035,171

        建物減価償却累計額 -45,637,978   流動負債 7,941,020

        工作物 9,341,356     １年内償還予定地方債等 4,047,425

        工作物減価償却累計額 -7,866,626     未払金 254,294

        船舶 376     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -226     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 376,151

        航空機 -     預り金 3,261,095

        航空機減価償却累計額 -     その他 2,054

        その他 - 負債合計 62,128,404

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 4,860   固定資産等形成分 163,032,606

      インフラ資産 93,614,459   余剰分（不足分） -51,969,978

        土地 4,681,502   他団体出資等分 -

        建物 4,567,773

        建物減価償却累計額 -2,776,357

        工作物 185,406,056

        工作物減価償却累計額 -98,500,198

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 235,683

      物品 6,497,247

      物品減価償却累計額 -4,429,349

    無形固定資産 1,590,597

      ソフトウェア 233,241

      その他 1,357,356

    投資その他の資産 7,880,673

      投資及び出資金 1,909,964

        有価証券 3,999

        出資金 1,905,965

        その他 -

      長期延滞債権 1,012,605

      長期貸付金 137,208

      基金 4,902,490

        減債基金 -

        その他 4,902,490

      その他 1,026

      徴収不能引当金 -82,620

  流動資産 16,356,481

    現金預金 9,616,045

    未収金 489,840

    短期貸付金 -

    基金 6,198,055

      財政調整基金 3,971,835

      減債基金 2,226,219

    棚卸資産 36,790

    その他 19,082

    徴収不能引当金 -3,329

  繰延資産 - 純資産合計 111,062,628

資産合計 173,191,032 負債及び純資産合計 173,191,032

連結貸借対照表
（平成30年3月31日現在）
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【様式第2号】

自治体名：二本松市

会計：連結会計 （単位：千円）

    資産売却益 29,120

    その他 51,230

純行政コスト 57,172,830

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 71,215

  臨時利益 80,350

  臨時損失 2,056,885

    災害復旧事業費 1,979,620

    資産除売却損 6,051

    使用料及び手数料 1,662,445

    その他 1,963,208

純経常行政コスト 55,196,295

      社会保障給付 2,766,796

      その他 79,983

  経常収益 3,625,653

        その他 554,550

    移転費用 27,544,360

      補助金等 24,697,580

      その他の業務費用 1,021,417

        支払利息 500,994

        徴収不能引当金繰入額 -34,127

        維持補修費 1,255,453

        減価償却費 5,700,174

        その他 176

        その他 492,265

      物件費等 24,953,271

        物件費 17,997,468

        職員給与費 4,427,940

        賞与等引当金繰入額 376,151

        退職手当引当金繰入額 6,545

  経常費用 58,821,949

    業務費用 31,277,589

      人件費 5,302,901

連結行政コスト計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

自治体名：二本松市

会計：連結会計 （単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 112,524,945 164,809,090 -52,284,144 -

  純行政コスト（△） -57,172,830 -57,172,830 -

  財源 55,704,261 55,704,261 -

    税収等 26,910,864 26,910,864 -

    国県等補助金 28,793,397 28,793,397 -

  本年度差額 -1,468,569 -1,468,569 -

  固定資産等の変動（内部変動） -1,669,185 1,669,185

    有形固定資産等の増加 3,637,244 -3,637,244

    有形固定資産等の減少 -5,723,962 5,723,962

    貸付金・基金等の増加 2,135,755 -2,135,755

    貸付金・基金等の減少 -1,718,223 1,718,223

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 6,011 6,011

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 6,490 -43,295 49,785 -

  その他 -6,249 -70,015 63,765

  本年度純資産変動額 -1,462,317 -1,776,484 314,167 -

本年度末純資産残高 111,062,628 163,032,606 -51,969,978 -

連結純資産変動計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日
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【様式第4号】

自治体名：二本松市

会計：連結会計 （単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 8,375,432

本年度歳計外現金増減額 -5,165,762

本年度末歳計外現金残高 3,209,670

本年度末現金預金残高 9,616,045

財務活動収支 -620,355

本年度資金収支額 -494,588

前年度末資金残高 6,896,869

比例連結割合変更に伴う差額 4,094

本年度末資金残高 6,406,375

    地方債等償還支出 4,058,145

    その他の支出 24

  財務活動収入 3,437,814

    地方債等発行収入 3,372,518

    その他の収入 65,296

    資産売却収入 29,120

    その他の収入 17,482

投資活動収支 -315,019

【財務活動収支】

  財務活動支出 4,058,168

    その他の支出 -

  投資活動収入 5,375,614

    国県等補助金収入 3,610,912

    基金取崩収入 962,229

    貸付金元金回収収入 755,871

  投資活動支出 5,690,633

    公共施設等整備費支出 3,555,187

    基金積立金支出 1,416,192

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 719,253

    災害復旧事業費支出 1,979,620

    その他の支出 71,215

  臨時収入 1,824,291

業務活動収支 440,786

【投資活動収支】

    税収等収入 26,736,019

    国県等補助金収入 23,378,691

    使用料及び手数料収入 1,666,140

    その他の収入 1,924,736

  臨時支出 2,050,834

    移転費用支出 27,544,432

      補助金等支出 24,697,080

      社会保障給付支出 2,766,796

      その他の支出 80,555

  業務収入 53,705,585

    業務費用支出 25,493,824

      人件費支出 5,271,359

      物件費等支出 19,191,107

      支払利息支出 500,994

      その他の支出 530,364

連結資金収支計算書
自　平成29年4月1日
至　平成30年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 53,038,256
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 連結財務書類 注記  

 

1 重要な会計方針  

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法  

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価  

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。  

ア 昭和59年度以前に取得したもの･･･････････再調達原価  

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

イ 昭和60年度以後に取得したもの  

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価  

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。  

② 無形固定資産･･････････････････････････････原則として取得原価 

ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。 

なお、一部の連結対象団体（地方公営企業会計適用団体）においては、原則、取得原価としています。 

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券･･････････････････････該当事項はありません。 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････取得原価（又は償却原価法（定額法））  

③ 出資金  

ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当事項はありません。 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････出資金額 

 

⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法  

個別法による原価法によっています。  

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法  

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法  

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。  

建物   15年～50年  

工作物  10年～60年  

物品    3年～15年  

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

ソフトウェアについては、見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。ただし、一部の無形固

定資産は非減価償却資産であり、減価償却は行いません。 

③ リース資産 
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ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産  

･･･自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法  

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産  

･･･リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

 

⑸ 引当金の計上基準及び算定方法  

① 投資損失引当金 

該当事項はありません。 

② 徴収不能引当金  

過去5年間の平均不納欠損率により計上しています。 

② 退職手当引当金  

地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額に係る負担見込額算定方法に従っています。 

③ 損失補償等引当金  

地方公共団体財政健全化法における損失補償債務等に係る一般会計等負担見込額算定方法に従って

います。 

④ 賞与等引当金  

翌年度6月支給予定の期末・勤勉手当のうち、全支給対象期間に対する本年度の支給対象期間の割合

（4/6か月）を乗じた額を計上しています。 

 

⑹ リース取引の処理方法  

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じて会計処理を行っています（少

額リース資産及び短期のリース取引には簡便的な取扱いをし、通常の賃貸借に係る方法に準じて会計

処理を行っています）。 

 

⑺ 資金収支計算書における資金の範囲  

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（3ヶ月以内の短期投資等）を資金の範囲としていま

す。このうち現金同等物は、短期投資の他、出納整理期間中の取引により発生する資金の受払いも含み

ます。 

 

⑻ 消費税等の会計処理 

一部の会計及び関連団体を除いて税込方式によっています。 

ただし、一部の連結対象会計については、税抜方式によっています。 

 

2 重要な会計方針の変更等  

(1) 会計処理の原則 

総務省「新地方公会計の推進に関する研究会」報告の「新統一的な基準」に基づく、財務書類の作成 

を行っています。 
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3 重要な後発事象  

該当事項はありません。 

 

4 偶発債務  

該当事項はありません。 

 

5 追加情報  

⑴ 連結対象会計 

団体名 区分 連結の方法 比例連結割合 

安達地方広域行政組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 59.49% 

福島県後期高齢者医療広域連合 一部事務組合・広域連合 比例連結 3.01% 

福島県市民交通災害共済組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 5.59% 

福島県市町村総合事務組合（消防補償等特

別会計） 

一部事務組合・広域連合 比例連結 4.07% 

福島県市町村総合事務組合（消防賞じゅつ

金特別会計） 

一部事務組合・広域連合 比例連結 5.45% 

福島県市町村総合事務組合（非常勤職員公

務災害補償特別会計） 

一部事務組合・広域連合 比例連結 2.20% 

安達地域農業振興公社 地方公社・第三セクター 全部連結 ― 

二本松菊栄会 地方公社・第三セクター 全部連結 ― 

二本松市振興公社 地方公社・第三セクター 全部連結 ― 

連結方法は次のとおりです。 

・一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としていま 

す。 

・地方公社・第三セクターは、全部連結の対象としています。 

 

⑵ 出納整理期間 

地方自治法第235条の5に基づき、出納整理期間を設けられている会計においては、出納整理期間に

おける現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

 

⑶ 表示単位未満の取扱い 

表示単位未満の金額は四捨五入とし、一部合計値と不一致があります。 

 

⑷ 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。  

ア 範囲  

普通財産のうち活用が図られていない公共資産。 

イ 内訳 

該当事項はありません。 
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【財務書類用語・科目説明】

財務書類用語

用語 説明

財務書類
主に貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支
計算書の４表と、これらに関連する事項についての附属明細書で構
成される書類。

貸借対照表

基準日（会計年度末）時点における市の財政状態（資産・負債・純
資産の残高および内訳）を表示したもの。
市が、現在どれだけの資産を有しているか、その資産はどのような
財源で賄われているか、将来世代が負担する額はどのくらいあるか
が明らかになる。

行政コスト計算書

会計期間中の費用・収益の取引高を表示したもの。企業会計の損益
計算書にあたる。
会計期間内の行政活動について税収等で賄うべきコスト（純行政コ
スト）が明らかになる。

純資産変動計算書
会計期間中の純資産（及びその内部構成）の変動を表示したもの。
企業会計の株主資本等変動計算書にあたる。

資金収支計算書
会計期間中の現金の流れを表示した書類。企業会計のキャッシュ・
フロー計算書にあたる。
資金の増減要因が明らかになる。

現金主義会計
現金の収支に着目した会計処理原則。公金の適正な出納管理に有効
である一方、現金支出を伴わないコスト（減価償却費、退職手当引
当金等）の把握ができない。

単式簿記 経済取引の記帳を現金の収入・支出として一面的に行う手法。

発生主義会計
経済事象の発生に重きを置いた会計。現金支出を伴わないコスト
（減価償却費、退職手当引当金等）の把握が可能となる。

複式簿記
経済取引の記帳を借方と貸方に分けて二面的に行う手法。資産や負
債などのストック情報の把握（見える化）が可能となる。

資産
学校、道路など将来の世代に引継ぐ社会資本や、基金など将来現金
化が可能な財産。

負債 地方債や退職手当引当金など将来の世代の負担となるもの。

純資産 過去の世代や国・県が負担した将来返済しなくて良い財源。
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１　貸借対照表

貸借対照表（借方）科目 説明

【資産の部】 学校、道路などの社会資本や、将来現金化が可能な財産

  固定資産 土地や建物など長期にわたって使用される資産

    有形固定資産 形を有する資産

      事業用資産 有形固定資産のうち、インフラ資産及び物品以外のもの

        土地 庁舎、学校、教育施設、公営住宅等の土地

        立木竹 地面から生えている木や竹

        建物 庁舎、学校、教育施設、公営住宅等の建物

        建物減価償却累計額 建物に計上した減価償却費の累計額

        工作物 駐車場、広場、防火水道等

        工作物減価償却累計額 工作物に計上した減価償却費の累計額

        船舶 ボート等

        船舶減価償却累計額 船舶に計上した減価償却費の累計額

        浮標等 浮標、浮桟橋等

        浮標等減価償却累計額 浮標等に計上した減価償却費の累計額

        航空機 飛行機等

        航空機減価償却累計額 航空機に計上した減価償却費の累計額

        その他減価償却累計額 その他事業用資産に計上した減価償却費の累計額

        建設仮勘定 建設中もしくは製作中の事業用資産

      インフラ資産 道路、河川、公園、上下水道施設等

        土地 インフラ資産施設が存する土地

        建物 インフラ資産施設の建物

        建物減価償却累計額 建物に計上した減価償却費の累計額

        工作物 道路、公園、下水道等

        工作物減価償却累計額 工作物に計上した減価償却費の累計額

        その他 インフラ資産のうち科目の無い資産

        その他減価償却累計額 その他インフラ資産に計上した減価償却費の累計額

        建設仮勘定 建設中もしくは製作中のインフラ資産

      物品 車両、事務用機器、美術品等

      物品減価償却累計額 物品に計上した減価償却費の累計額

    無形固定資産 形の無い資産、権利等

      ソフトウェア 研究開発費に該当しないソフトウェアの取得・制作費

      その他 ソフトウェアを除く無形固定資産

    投資その他の資産 投資及び出資金、長期延滞債権、長期貸付金、基金等

      投資及び出資金 有価証券、出資金等

        有価証券 株券、公債証券などの債権等

        出資金 公有財産として管理されている出資など

        その他 有価証券、出資金を除く投資及び出資金

      投資損失引当金 投資及び出資金の評価額が著しく低下した際に計上する引当金

      長期延滞債権 滞納繰越調定の収入未済分

      長期貸付金 貸付金のうち流動資産に区分されるもの以外

      基金 基金のうち流動資産に区分されるもの以外

        減債基金 地方債償還のための積立金で流動資産に区分されるもの以外

        その他 減債基金及び財政調整基金以外の基金

      その他 上記以外のその他の資産

      徴収不能引当金 長期延滞債権の徴収不能実積率などにより算定した引当金
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貸借対照表（借方）科目 説明

  流動資産 通常１年以内に現金化及び費用化できる資産

    現金預金 現金及び預金、歳計外現金

    未収金 現年度に調定し現年度収入未済のもの

    短期貸付金 貸付金のうち翌年度に償還期限が到来するもの

    基金 減債基金及び財政調整基金のうち流動資産に区分されるもの

      財政調整基金 財政の健全な運営のための積立金

      減債基金 地方債償還のための積立金

    棚卸資産 売買を目的として保有する資産

    その他 上記及び徴収不能引当金以外の流動資産

    徴収不能引当金 長期延滞債権の徴収不能実積率などにより算定した引当金

貸借対照表（貸方）科目 説明

【負債の部】 地方債など返済する必要がある金額で将来の世代の負担となるもの

  固定負債 支払期限が１年を超えて到来する負債

    地方債 地方公共団体が発行した地方債のうち償還予定が１年超のもの

    長期未払金
債務負担行為で確定債務とみなされるもの及びその他の確定債務の
うち流動負債に区分されるもの以外のもの

    退職手当引当金 将来支払う退職金のうち、当年度末に支払うべき金額

    損失補償等引当金
損失補償債務等のうち将来自治体の負担となる可能性がある場合の
引当金

    その他 上記以外の固定負債

  流動負債 支払期限が１年内に到来する負債

    １年内償還予定地方債 地方債のうち１年以内に償還を予定しているもの

    未払金 支払い義務が確定しているもののうち未払いのもの

    未払費用 既に提供された役務に対して未払いのもの

    前受金
代金の納入は受けているが、これに対する義務の履行を行っていな
いもの

    前受収益 未だ提供していない役務に対して支払いを受けたもの

    賞与等引当金
翌年度支払うことが予定されている賞与等のうち、当該年度負担分
の員額

    預り金 歳計外現金の残高

    その他 上記以外の流動負債

【純資産の部】 現在までの世代が負担した金額で返済する必要がない財源

  固定資産等形成分
金銭以外の形態で保有される固定資産形成のために充当した資源の
蓄積。地方公共団体が調達した資源を充当して資産形成を行った場
合、その資産の残高

  余剰分（不足分）
金銭の形態で保有される地方公共団体の費消可能な資源の蓄積。マ
イナスの場合、基準日時点における将来の金銭必要額を示す

２　行政コスト計算書

行政コスト計算書科目 説明

  経常費用 毎会計年度に経常的に発生する費用

    業務費用

      人件費

        職員給与費 職員等に対して勤労の対価や報酬として支払われる費用
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行政コスト計算書科目 説明

        賞与等引当金繰入額 賞与等引当金の当該会計年度発生額

        退職手当引当金繰入額 退職手当引当金の当該会計年度発生額

        その他 上記以外の人件費

      物件費等

        物件費
旅費、委託料、消耗品や備品購入費といった消費的性質の経費であ
り、資産計上されないもの

        維持補修費 資産の機能維持のために必要な修繕費など

        減価償却費 使用による摩耗や経年劣化等に伴う資産価値減少額

        その他 上記以外の物件費など

      その他の業務費用

        支払利息 地方債などにかかる支払利息

        徴収不能引当金繰入額 徴収不能引当金の当該会計年度発生額

        その他 上記以外のその他の業務費用

    移転費用

      補助金等 各種団体への補助金など

      社会保障給付 社会保障給費としての扶助費など

      他会計への繰出金 他会計への繰出金

      その他 上記以外の移転費用

  経常収益 毎会計年度に計上的に発生する収益

    使用料及び手数料
一定の財やサービスの対価として、使用料・手数料の形態で徴収す
る金銭

    その他 上記以外の経常収益

純経常行政コスト 経常費用から経常収益を差し引いた行政コスト

  臨時損失 臨時に発生する費用

    災害復旧事業費 災害復旧にかかる費用

    資産除売却損
資産の売却による収入が帳簿価格を下回る場合の差額、または除却
した資産の除却時の帳簿価格

    投資損失引当金繰入額 投資損失引当金の当該会計年度発生額

    損失補償等引当金繰入額 損失補償等引当金の当該会計年度発生額

    その他 上記以外の臨時損失

  臨時利益 臨時に発生する収益

    資産売却益 資産の売却による収入が帳簿価格を上回る場合の差額

    その他 上記以外の臨時利益

純行政コスト すべての費用からすべての収益を差し引いた行政コスト

３　純資産変動計算書

純資産変動計算書科目 説明

前年度末純資産残高 前年度末の純資産残高

  純行政コスト（△） 行政コスト計算書で計算された費用に対する財源措置

  財源 純資産の財源

    税収等 地方税、地方交付税及び地方譲与税など

    国県等補助金 国庫支出金及び県支出金など

  本年度差額 財源から純行政コストを差し引いた額
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純資産変動計算書科目 説明

  固定資産等の変動（内部変動） 有形固定資産の増加や減少、貸付金・基金等の増加や減少

    有形固定資産等の増加
有形固定資産及び無形固定資産の形成による保有資産の増加額また
は有形固定資産及び無形固定資産の形成のために支出した金額

    有形固定資産等の減少
有形固定資産及び無形固定資産の減価償却費相当額及び除売却によ
る減少額または有形固定資産及び無形固定資産の売却収入（元本
分）、除却相当額

    貸付金・基金等の増加
貸付金・基金等の形成等による保有資産の増加額または新たな貸付
金・基金等のために支出した金額

    貸付金・基金等の減少
貸付金の償還及び基金の取崩等による減少額または貸付金の償還収
入及び基金の取崩収入相当額

  資産評価差額 有価証券などの評価差額

  無償所管換等 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等

  その他 上記以外の純資産及びその内部更正の変動

  本年度純資産変動額
「本年度差額」＋「資産評価差額」＋「無償所管換等」＋「その
他」

本年度末純資産残高 「前年度末純資産残高」＋「本年度純資産変動額」

４　資金収支計算書

資金収支計算書科目 説明

【業務活動収支】

  業務支出

    業務費用支出

      人件費支出 職員給料、議員報酬、退職金などの支出

      物件費等支出 物件費や維持補修費などの支出

      支払利息支出 地方債などにかかる利息の支出

      その他の支出 上記以外の業務費用支出

    移転費用支出

      補助金等支出 各種団体への補助金等にかかる支出

      社会保障給付支出 社会保障給付としての扶助費などにかかる支出

      他会計への繰出支出 他会計への繰出にかかる支出

      その他の支出 上記以外の移転費用支出

  業務収入

    税収等収入 住民税や固定資産税などの収入

    国県等補助金収入 国県等補助金のうち業務支出の財源に充当した収入

    使用料及び手数料収入
地方公共団体がその活動として一定の財やサービス提供の対価によ
る収入

    その他の収入 上記以外の業務収入

  臨時支出

    災害復旧事業費支出 災害復旧事業費にかかる支出

    その他の支出 上記以外の臨時支出

  臨時収入

業務活動収支
（「業務収入」－「業務支出」）＋（「臨時収入」－「臨時支
出」）
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資金収支計算書科目 説明

【投資活動収支】

  投資活動支出

    公共施設等整備費支出 有形固定資産などの形成に係る支出

    基金積立金支出 基金の積立てにかかる支出

    投資及び出資金支出 投資及び出資金にかかる支出

    貸付金支出 貸付金にかかる支出

    その他の支出 上記以外の投資活動支出

  投資活動収入

    国県等補助金収入 国県等補助金のうち投資活動支出の財源に充当した収入

    基金取崩収入 基金の取崩しによる収入

    貸付金元金回収収入 貸付金にかかる元金回収収入

    資産売却収入 資産の売却による収入

    その他の収入 上記以外の投資活動収入

投資活動収支 「投資活動収入」－「投資活動支出」

【財務活動収支】

  財務活動支出

    地方債償還支出 地方債の償還にかかる支出

    その他の支出 上記以外の財務活動支出

  財務活動収入

    地方債発行収入 地方債発行による収入

    その他の収入 上記以外の財務活動収入

財務活動収支 「財務活動収入」－「財務活動支出」

本年度資金収支額 「業務活動収支」＋「投資活動収支」＋「財務活動収支」

前年度末資金残高 前年度末の資金残高

本年度末資金残高 「前年度末資金残高」＋「本年度資金収支額」

前年度末歳計外現金残高 前年度末の歳計外現金の残高

本年度歳計外現金増減額 本年度の歳計外現金の増減額

本年度末歳計外現金残高 「前年度末歳計外現金残高」＋「本年度歳計外現金増減額」

本年度末現金預金残高 「本年度末資金残高」＋「本年度末歳計外現金残高」
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